
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
１
１
３
回 

 辛
丑
歳
新
春
登
山
「
牛
草
山
」
二
等
三
角
点
５
５
０
ｍ 

（
新
年
を
祝
い
山
頂
に
今
西
流
万
歳
を
か
け
る
） 

 ◇
実
施
日
： 

２
０
２
１
年
１
月
３
１
日
（
日
）
晴 

◇
参
加
者 

新
宮
発
組
： 

沖
崎
吉
信
、
橋
本
梓
、
濱
野
兼
吉
、
松
本
吉
殖
、
中
前
偉
、 

畑
林
清
子
、
大
江
加
予
子
・
徳
子
、
生
熊
千
万
子
、
湯
川
一

郎
、
山
本
あ
き
（
ゲ
ス
ト
） 

三
重
県
： 

山
川
治
雄
・
自
知
、
高
階
鈴
子
・
美
根
子 

大
阪
府
： 

梶
野
照
雄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
６
名 

  

数
年
前
ま
で
は
正
月
２
日
か
３
日
に
干
支
に
拘
ら
ず
新
春
登
山
を
行
っ
て

い
た
が
、
川
島
前
代
表
の
急
逝
や
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
あ
り
、
ま
た
昨

年
新
十
二
支
会
発
足
第
一
回
例
会
が
子
ノ
泊
山
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

一
昨
年
白
猪
山
、
昨
年
子
ノ
泊
山
、
今
年
は
牛
草
山
と
一
月
に
干
支
の
山
に
登

る
こ
と
が
続
い
た
が
、
新
春
登
山
を
干
支
の
山
限
定
に
し
た
わ
け
で
は
な
い
。 

近
郊
に
干
支
の
山
全
て
が
揃
っ
て
い
る
は
ず
が
な
く
、
今
後
は
臨
機
応
変
に
計

画
、
対
応
す
る
つ
も
り
だ
。 

 

牛
草
山
は
事
前
に
山
川
さ
ん
に
下
見
し
て
い
た
だ
き
、
２
４
日
に
予
定
し
て

い
た
が
、
雨
天
の
た
め
延
期
し
て
３
１
日
の
実
施
と
な
っ
た
。 

 

朝
８
時
半
、
紀
伊
長
島
の
道
の
駅
「
マ
ン
ボ
ウ
」
に
集
結
し
、
ま
ず
梶
野
君

が
待
つ
南
伊
勢
町
五
ヶ
所
浦
の
コ
ン
ビ
ニ
に
向
か
う
。
五
ヶ
所
浦
迄
約
一
時
間

で
あ
る
が
、
以
前
の
記
憶
で
道
が
狭
く
カ
ー
ブ
が
多
い
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
が
、

改
良
が
進
ん
で
道
幅
も
広
く
な
っ
て
、
カ
ー
ブ
も
あ
ま
り
気
に
な
ら
な
い
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。
海
沿
い
の
道
は
景
色
も
よ
く
、
ち
ょ
う
ど
一
時
間
で
五
ヶ
所

浦
に
到
着
し
、
梶
野
君
と
合
流
し
た
。 

 

 
 

 
 

 

林
道
分
岐
で 

 
 
 
 

 

登
山
口
に
到
着 

 
 
 
 

 
 

ひ
た
す
ら
登
る 

 

す
ぐ
に
登
山
口
に
向
け
て
出
発
す
る
が
こ
こ
で
ハ
プ
ニ
ン
グ
、
中
前
車
が
車

止
め
の
縁
石
に
乗
り
上
げ
大
き
な
音
が
し
た
。
乗
り
上
げ
た
縁
石
か
ら
は
自
力

で
脱
出
で
き
た
の
で
一
安
心
。
出
発
し
て
３
～
４
㎞
先
で
再
び
ト
ラ
ブ
ル
発
生
、

沖
崎
車
に
乗
っ
て
い
る
は
ず
の
濱
野
、
松
本
の
２
名
が
見
当
た
ら
な
い
。 

濱
野
君
か
ら
電
話
が
あ
っ
て
、
初
め
て
気
付
く
始
末
、
中
前
車
の
ト
ラ
ブ
ル
で

動
揺
し
て
い
た
の
か
、
年
の
せ
い
で
注
意
力
散
漫
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。 

 
サ
ニ
ー
ロ
ー
ド
と
牛
草
山
登
山
口
に
続
く
林
道
分
岐
で
降
車
し
、
駐
車
ス
ペ

ー
ス
が
少
な
い
た
め
近
く
の
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
車
を
回
送
し
、
い
よ
い
よ
歩

き
出
す
。 

 

牛
草
山
だ
が
、
牛
の
餌
と
な
る
草
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
の
か
と
調
べ
て
み
た



が
、
そ
の
名
や
歴
史
に
つ
い
て
は
何
も
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。 

 

二
等
三
角
点
５
５
０
・
３
ｍ
で
点
名
は
伊
勢
路
山
、
明
治
２
５
年
測
量
の
五

万
分
の
一
図
よ
り
１
０
㎝
高
く
修
正
測
量
が
国
土
地
理
院
成
果
表
に
記
載
さ

れ
て
い
る
よ
う
だ
。 

 

登
山
日
の
数
日
前
に
熊
野
市
の
元
当
ぐ
る
ー
ぷ
会
員
岡
室
進
氏
が
や
っ
て

き
て
「
昨
年
の
１
０
月
か
ら
今
年
の
１
月
ま
で
に
牛
草
山
に
１
７
回
登
っ
て
き

た
。
東
西
南
北
の
１
１
の
コ
ー
ス
を
踏
破
し
た
」
と
そ
の
レ
ポ
ー
ト
を
頂
い
た
。 

岡
室
さ
ん
ら
し
い
山
行
だ
。 

 

 
 

 
 

 

山
頂
に
到
着 

 
 
 
 

 

記
念
標
識
を
設
置 

 
 
 

 

今
西
流
バ
ン
ザ
イ 

 

舗
装
さ
れ
た
林
道
を
１
㎞
ほ
ど
進
み
山
道
に
入
る
。
牛
の
歳
で
登
山
者
も
多

い
ら
し
く
、
登
山
道
は
し
っ
か
り
踏
ま
れ
て
い
る
。
杉
、
桧
の
植
林
は
無
く
、

殆
ど
が
雑
木
だ
。
所
々
に
小
さ
い
椿
の
花
も
見
ら
れ
た
。 

１
２
年
前
に
一
度
だ
け
登
っ
た
が
、
後
半
は
登
り
が
き
つ
く
、
こ
ん
な
に
登
っ

た
か
？
と
思
う
ほ
ど
記
憶
も
失
せ
て
い
た
。 

 

一
時
間
と
少
々
で
山
頂
に
到
着
。
１
０
名
程
の
先
着
者
が
い
た
。
早
速
山
頂

に
新
春
登
山
の
標
識
を
設
置
し
、
全
員
で
今
西
流
の
万
歳
を
か
け
、
昼
食
と
し

た
。 

 
 

 
 

 

本
日
の
参
加
者 

 
 
 

 

南
、
五
ケ
所
湾 

 
 
 

北
、
南
勢
ウ
イ
ン
ド
パ
ー
ク 

海
岸
側
が
開
か
れ
て
い
て
展
望
は
良
好
だ
が
、
今
日
は
や
や
モ
ヤ
が
か
か
り
ス

ッ
キ
リ
と
は
見
え
な
か
っ
た
。
地
元
の
南
勢
テ
ク
テ
ク
会
が
登
山
道
や
山
頂
の

整
備
を
や
っ
て
く
れ
た
よ
う
で
、
山
頂
に
は
登
頂
記
念
の
カ
ー
ド
も
用
意
さ
れ

て
い
た
。
カ
ー
ド
に
は
連
番
が
付
け
ら
れ
て
い
て
、
私
が
頂
い
た
カ
ー
ド
は
５

２
１
番
だ
っ
た
。
ま
た
、「
牛
草
山
の
番
人
橋
本
増
雄
氏
を
偲
ん
で
」
の
プ
レ

ー
ト
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
維
持
管
理
に
努
力
さ
れ
、
亡
く
な
ら
れ
た
後
に
追

悼
・
供
養
の
登
山
が
行
わ
れ
た
よ
う
だ
。 

 
約
一
時
間
山
頂
に
滞
在
、
来
た
道
を
引
き
返
す
。
下
り
は
５
０
分
で
サ
ニ
ー

ロ
ー
ド
に
着
き
解
散
と
な
っ
た
。
梶
野
、
湯
川
君
は
北
へ
、
我
々
新
宮
熊
野
組

は
南
へ
と
家
路
に
つ
い
た
。 

 



 
 

 
 

 

登
頂
記
念
カ
ー
ド 

 
 

 
 

 

下
山
中 

 
 

 
 
 

 
 

林
道
分
岐
着 

  

 

今
回
の
牛
草
山
が
本
年
最
初
の
合
同
例
会
で
し
た
。
今
年
も
コ
ロ
ナ
、
コ
ロ

ナ
で
終
始
し
そ
う
で
す
が
、
十
分
配
慮
し
気
を
付
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
決
し
て
無
理
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

本
年
は
特
別
な
行
事
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
通
常
の
維
持
管
理
は
続
け
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
体
調
、
都
合
の
範
囲
で
ご
参
加
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。 

 

「
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
創
立
４
０
年
の
活
動
の
歩
み
」
が
東
京
都
城
島
紀
夫
氏

の
ご
尽
力
に
よ
り
国
立
国
会
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

１
月
２
８
日
付
け
で
届
い
た
受
領
書
に
「
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
刊
行
物
は

広
く
公
共
の
利
用
に
供
す
る
と
と
も
に
、
国
民
共
有
の
文
化
的
資
産
と
し
て
永

く
保
存
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
」
と
の
記
述
が
あ
り
ま
し
た
。 

城
島
紀
夫
氏
（
８
５
歳
）
日
本
山
岳
文
化
学
会
、
日
本
山
岳
会
会
員 

 

平
成
１
２
年
５
月
４
日
、
仲
間
４
人
で
奥
駈
、
当
ぐ
る
ー
ぷ
が
行
仙
宿
で
接
待 

  

牛
草
山
登
山
の
翌
日
、
同
級
生
の
小
谷
清
君
（
那
智
勝
浦
町
粉
白
）
が
来
て
、 

昨
日
牛
草
山
に
行
っ
て
き
た
話
か
ら
、
俺
の
家
の
裏
山
は
牛
越
山
だ
、
と
教
え 

て
く
れ
た
。
南
伊
勢
の
牛
草
山
、
十
津
川
の
牛
廻
山
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。 

牛
が
付
く
山
は
あ
ち
こ
ち
に
あ
る
よ
う
な
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
行
っ 

て
み
て
く
だ
さ
い
。 

（
記
；
沖
崎
、
写
真
；
梶
野
） 

 

行
動
タ
イ
ム 

 
09

：30

五
ヶ
所
浦
→
サ
ニ
ー
ロ
ー
ド
林
道
分
岐10

：00

→10

：22

登
山
口

10

：25

→11

：30

牛
草
山
山
頂12

：25

→13

：02

登
山
口
→13

：20

サ
ニ
ー

ロ
ー
ド
林
道
分
岐 

 


